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�

日
刊
（
日
曜
日
、
土
曜
日
、
休
日
休
刊
）

１

目

次

１０２

規

則

○
東
京
都
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
都
市
整
備
局
市
街
地
建
築
部
調
整
課
）…
�

○
東
京
都
都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…（
同
）…
�

○
都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
二
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
環
境
局
地
球
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
計
画
課
）…
�

規

則

東
京
都
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則
を
公
布
す
る
。

令
和
四
年
十
二
月
二
十
二
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
二
百
三
十
四
号

東
京
都
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則

東
京
都
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
平
成
二
十
八
年
東
京

都
規
則
第
百
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
二
項
第
一
号
ロ
中
「
（
日
本
住
宅
性
能
表
示
基
準
（
平
成
十
三
年
国
土
交
通
省
告
示
第
千

三
百
四
十
六
号
）
別
表
一
に
規
定
す
る
断
熱
等
性
能
等
級
（
以
下
「
断
熱
等
性
能
等
級
」
と
い
う
。
）

の
等
級
４
及
び
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
等
級
（
以
下
「
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
等
級
」
と
い

う
。
）
の
等
級
５
に
適
合
し
て
い
る
場
合
に
限
る
。
た
だ
し
、
法
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
建
築
物
の

住
宅
部
分
に
つ
い
て
は
、
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
等
級
の
等
級
４
又
は
等
級
５
に
適
合
し
て
い
る
場

合
に
限
る
。
）
」
を
削
る
。

第
八
条
第
一
項
第
一
号
ホ
中
「
（
断
熱
等
性
能
等
級
の
等
級
４
及
び
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
等
級

の
等
級
４
又
は
等
級
５
に
適
合
し
て
い
る
場
合
に
限
る
。
た
だ
し
、
法
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
建
築

物
の
住
宅
部
分
に
つ
い
て
は
、
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
等
級
の
等
級
３
、
等
級
４
又
は
等
級
５
に
適

合
し
て
い
る
場
合
に
限
る
。
）
」
を
削
る
。

別
記
第
一
号
様
式
の
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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別
記
第
一
号
様
式
の
四
及
び
同
様
式
別
紙
中
「別

表
三
の
三
の
�
の
⑵
の
ロ
の
�

」
を
「別

表

三
の
三
の
�
の
⑵
の
イ

」
に
、
「別

表
三
の
三
の
㈡
の
⑵
の
ロ
の
イ

」
を
「別

表
三
の
三
の
㈡
の

⑵
の
イ

」
に
、
「別
表

三
の
三
の
㈠
の
⑵
の
ロ
の
ロ

」
を
「別

表
三
の
三
の
㈠
の
⑵
の
ロ

」
に
、

「別
表

三
の
三
の
㈡
の
⑵
の
ロ
の
ロ

」
を
「別

表
三
の
三
の
㈡
の
⑵
の
ロ

」
に
改
め
る
。

別
記
第
二
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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別
記
第
二
号
様
式
の
二
及
び
同
様
式
別
紙
中
「別

表
三
の
四
の
㈠
の
⑵
の
ロ
の
イ

」
を
「別

表

三
の
四
の
㈠
の
⑵
の
イ

」
に
、
「別

表
三
の
四
の
㈡
の
⑵
の
ロ
の
イ

」
を
「別

表
三
の
四
の
㈡
の

⑵
の
イ

」
に
、
「別

表
三
の
四
の
㈠
の
⑵
の
ロ
の
ロ

」
を
「別

表
三
の
四
の
㈠
の
⑵
の
ロ

」
に
、

「別
表

三
の
四
の
㈡
の
⑵
の
ロ
の
ロ

」
を
「別

表
三
の
四
の
㈡
の
⑵
の
ロ

」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
施

行
細
則
別
記
第
一
号
様
式
の
三
か
ら
第
二
号
様
式
の
二
ま
で
の
規
定
は
、
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
四
年
国
土
交
通
省
令
第

六
十
七
号
）
附
則
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る

認
定
の
申
請
（
変
更
の
認
定
の
申
請
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

東
京
都
都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
四
年
十
二
月
二
十
二
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
二
百
三
十
五
号

東
京
都
都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
平
成
二
十
四
年
東
京
都
規
則
第
百
五

十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
第
一
号
様
式
及
び
第
二
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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別
記
第
三
号
様
式
、
第
五
号
様
式
、
第
六
号
様
式
、
第
十
一
号
様
式
及
び
第
十
三
号
様
式
中
「印

」

を
削
る
。附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
別
記
第

一
号
様
式
及
び
第
二
号
様
式
の
規
定
は
、
都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
四
年
国
土
交
通
省
令
第
六
十
八
号
）
附
則
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の

規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
認
定
の
申
請
（
変
更
の
認
定
の
申
請
を
含

む
。
）
に
つ
い
て
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布

す
る
。令

和
四
年
十
二
月
二
十
二
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
二
百
三
十
六
号

都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則

都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
三
年
東
京
都
規
則
第
三

十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
の
二
十
二
の
見
出
し
中
「
及
び
特
定
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
事
業
者
」
を
「
等
」
に
改
め
、
同
条

に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

条
例
第
九
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

供
給
す
る
特
定
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
新
設
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
（
新
設
さ
れ
た

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
電
気
に
変
換
す
る
設
備
及
び
そ
の
附
属
設
備
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
か
ら
の
供
給
の
拡
大
に
係
る
措
置

二

特
定
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
条
件
（
再
生
可
能
特
定
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
含
む
も
の
に
限
る
。
）
の
多

様
化
に
係
る
措
置

三

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
事
項

第
五
条
の
二
十
三
第
一
項
中
「
第
九
条
の
三
」
を
「
第
九
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項

中
「
第
九
条
の
三
第
一
号
」
を
「
第
九
条
の
三
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
三
項
を
加
え

る
。

３

条
例
第
九
条
の
三
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す

る
。

一

供
給
す
る
特
定
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
電
源
構
成
、
属
性
及
び
新
設
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発

電
設
備
ご
と
の
量

二

特
定
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
条
件
（
再
生
可
能
特
定
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
含
む
も
の
に
限
る
。
）
の
多

様
化
に
係
る
措
置

三

特
定
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
条
件
ご
と
に
お
け
る
特
定
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
の
量
に
対
す
る
再
生

可
能
特
定
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
の
量
の
割
合
及
び
第
一
号
に
規
定
す
る
量

四

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
事
項

４

条
例
第
九
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、
前
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
と

す
る
。

５

条
例
第
九
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
届
出
は
、
別
記
第
二
号
様
式
の
十
五
の
二
に
よ

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
計
画
書
変
更
届
出
書
に
、
当
該
変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項
に
つ
い
て
記
載
し
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
計
画
書
を
添
付
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
条
の
二
十
四
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

条
例
第
九
条
の
五
第
四
号
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

前
年
度
に
供
給
し
た
特
定
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
電
源
構
成
、
属
性
及
び
新
設
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
発
電
設
備
ご
と
の
量

二

前
年
度
の
特
定
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
条
件
ご
と
に
お
け
る
特
定
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
の
量
に
対

す
る
再
生
可
能
特
定
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
の
量
の
割
合
及
び
前
号
に
規
定
す
る
量

三

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
事
項

第
五
条
の
二
十
五
第
一
項
の
表
条
例
第
九
条
の
六
第
一
項
第
一
号
の
項
第
二
号
中
「
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
又
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
変
換
し
て
得
ら
れ
る
特
定
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
「
再
生
可
能
特
定

エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
前
二
号
」
を
「
前
各
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号

と
し
、
同
項
第
二
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。
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三

供
給
す
る
特
定
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
電
源
構
成
、
属
性
及
び
新
設
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発

電
設
備
ご
と
の
量

四

特
定
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
条
件
（
再
生
可
能
特
定
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
含
む
も
の
に
限
る
。
）
の
多

様
化
に
係
る
措
置

五

特
定
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
条
件
ご
と
に
お
け
る
特
定
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
の
量
に
対
す
る
再
生

可
能
特
定
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
の
量
の
割
合
及
び
第
三
号
に
規
定
す
る
量
（
条
例
第
九
条
の
三
第

二
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
届
出
を
行
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
届
出
に
お
け
る
も
の
）

第
五
条
の
二
十
五
第
一
項
の
表
条
例
第
九
条
の
六
第
一
項
第
二
号
の
項
第
三
号
中
「
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
又
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
変
換
し
て
得
ら
れ
た
特
定
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
「
再
生
可
能
特
定

エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
前
三
号
」
を
「
前
各
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号

と
し
、
同
項
第
三
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四

前
年
度
に
供
給
し
た
特
定
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
電
源
構
成
、
属
性
及
び
新
設
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
発
電
設
備
ご
と
の
量

五

前
年
度
の
特
定
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
条
件
ご
と
に
お
け
る
特
定
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
の
量
に
対

す
る
再
生
可
能
特
定
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
の
量
の
割
合
及
び
前
号
に
規
定
す
る
量

第
五
条
の
二
十
五
第
二
項
中
「
損
な
わ
れ
る
事
項
」
の
下
に
「
と
し
て
知
事
が
認
め
る
事
項
」
を
加

え
、
同
条
第
三
項
中
「
備
え
置
き
」
を
「
備
置
き
」
に
改
め
る
。

第
八
条
の
三
及
び
第
八
条
の
四
を
削
る
。

第
八
条
の
五
の
見
出
し
中
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
有
効
利
用
計
画
書
」
を
「
特
定
開
発
区
域
等
脱
炭
素
化
方

針
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

条
例
第
十
七
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
目
標
値
の
設
定
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の

と
す
る
。

一

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
関
す
る
性
能
に
つ
い
て
の
目
標
値
の
設
定

二

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
の
割
合
に
関
す
る
目
標
値
の
設
定

２

条
例
第
十
七
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
設
備
等
は
、
次
項
に
規
定
す
る
取
組
を

行
う
に
当
た
っ
て
必
要
な
も
の
と
す
る
。

第
八
条
の
五
第
三
項
中
「
第
十
七
条
の
七
第
八
号
」
を
「
第
十
七
条
の
四
第
二
項
第
四
号
」
に
改
め
、

第
二
号
を
削
り
、
同
項
第
三
号
中
「
条
例
第
十
七
条
の
七
第
七
号
に
お
い
て
」
を
「
第
三
項
第
三
号

の
」
に
、
「
を
導
入
し
な
い
と
し
た
」
を
「
の
導
入
そ
の
他
の
複
数
の
建
築
物
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供

給
を
行
わ
な
い
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
一
号
中
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
有
効
利
用
計

画
書
」
を
「
特
定
開
発
区
域
等
脱
炭
素
化
方
針
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
に
第
一

号
か
ら
第
三
号
ま
で
と
し
て
次
の
三
号
を
加
え
る
。

一

特
定
開
発
事
業
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た

る
事
務
所
の
所
在
地
）

二

特
定
開
発
事
業
の
概
要

三

特
定
開
発
区
域
の
範
囲

第
八
条
の
五
中
第
三
項
を
第
六
項
と
し
、
第
二
項
の
次
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

３

条
例
第
十
七
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
等
に
関
す
る
取
組

は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
的
な
利
用
に
関
す
る
取
組

二

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
脱
炭
素
化
の
推
進
に
関
す
る
取
組

三

地
域
冷
暖
房
の
導
入
そ
の
他
の
複
数
の
建
築
物
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
に
関
す
る
取
組

四

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す
る
設
備
の
維
持
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
方
法
の
改
善
及
び
監
視
そ
の

他
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
の
た
め
の
業
務
の
高
度
化
に
関
す
る
取
組

五

資
源
の
適
正
利
用
、
生
物
の
多
様
性
の
保
全
等
に
関
す
る
取
組

六

気
候
変
動
（
地
球
温
暖
化
そ
の
他
の
気
候
の
変
動
を
い
う
。
）
へ
の
適
応
及
び
災
害
に
対
す
る

強
じ
ん
性
に
関
す
る
取
組

４

条
例
第
十
七
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
開
発
区
域
等
脱
炭
素
化
方
針
の
提
出
は
、
別
記

第
二
号
様
式
の
十
七
に
よ
る
特
定
開
発
区
域
等
脱
炭
素
化
方
針
提
出
書
に
、
特
定
開
発
区
域
等
脱
炭

素
化
指
針
に
基
づ
き
作
成
す
る
特
定
開
発
区
域
等
脱
炭
素
化
方
針
を
添
付
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

５

条
例
第
十
七
条
の
四
第
二
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
日
は
、
特
定
開
発
事
業
に
お
い
て
新
築

等
を
し
よ
う
と
す
る
建
築
物
に
係
る
次
に
掲
げ
る
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
（
以
下
こ
の
項
、
次
条
第

二
項
第
二
号
及
び
第
八
条
の
五
第
二
項
に
お
い
て
「
特
定
日
」
と
い
う
。
）
（
当
該
建
築
物
が
複
数

あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
特
定
日
の
う
ち
最
も
早
い
日
）
の
三
百
日
前
と
す
る
。

一

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
（
同
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法
第
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
を
含
む
。
）
の
申
請
又
は
同
法
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
る
通
知
（
以
下
こ
れ
ら
を
「
建
築
確
認
申
請
等
」
と
い
う
。
）
の
日

二

法
令
の
規
定
に
よ
る
認
定
に
基
づ
き
建
築
基
準
法
第
六
条
第
一
項
又
は
第
十
八
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
る
確
認
済
証
の
交
付
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
認
定
に
係
る
申

請
（
以
下
「
認
定
申
請
」
と
い
う
。
）
の
日

第
八
条
の
五
を
第
八
条
の
三
と
す
る
。

第
八
条
の
六
の
見
出
し
中
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
有
効
利
用
計
画
書
」
を
「
特
定
開
発
区
域
等
脱
炭
素
化
方

針
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
第
十
七
条
の
八
本
文
」
を
「
第
十
七
条
の
五
本
文
」
に
改
め
、
同
項

第
一
号
中
「
条
例
第
十
七
条
の
七
第
一
号
」
を
「
前
条
第
六
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中

「
第
十
七
条
の
七
第
二
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
」
を
「
第
十
七
条
の
四
第
二
項
各
号
に
掲

げ
る
事
項
（
前
条
第
六
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
。
）
」
に
、
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
有
効
利
用
計
画

書
変
更
届
出
書
」
を
「
特
定
開
発
区
域
等
脱
炭
素
化
方
針
変
更
届
出
書
」
に
、
「
記
載
し
た
エ
ネ
ル
ギ

ー
有
効
利
用
計
画
書
」
を
「
記
載
し
た
特
定
開
発
区
域
等
脱
炭
素
化
方
針
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「
第
十
七
条
の
八
本
文
」
を
「
第
十
七
条
の
五
本
文
」
に
、
「
条
例
第
十
七
条
の
七
第
一
号
」
を
「
前

条
第
六
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
低
炭
素
化
法
に
基
づ
く
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項

中
「
第
十
七
条
の
八
た
だ
し
書
」
を
「
第
十
七
条
の
五
た
だ
し
書
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
条
例

第
十
七
条
の
七
第
二
号
」
を
「
前
条
第
六
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
中
第
二
号
及
び
第
三
号
を
削
り
、

第
四
号
を
第
二
号
と
し
、
同
条
を
第
八
条
の
四
と
す
る
。

第
八
条
の
七
の
見
出
し
中
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
有
効
利
用
計
画
書
」
を
「
特
定
開
発
区
域
等
脱
炭
素
化
方

針
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
第
十
七
条
の
九
第
一
項
」
を
「
第
十
七
条
の
六
第
一
項
」
に
、
「
第

十
七
条
の
七
各
号
」
を
「
第
十
七
条
の
四
第
二
項
各
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
十
七
条
の
九

第
一
項
」
を
「
第
十
七
条
の
六
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
低
炭
素
化
法
に
基
づ
く
」
を
削

り
、
同
条
第
三
項
中
「
第
十
七
条
の
九
第
一
項
」
を
「
第
十
七
条
の
六
第
一
項
」
に
、
「
備
え
置
き
」

を
「
備
置
き
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
条
の
五
と
す
る
。

第
八
条
の
八
の
見
出
し
中
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
有
効
利
用
計
画
書
」
を
「
特
定
開
発
区
域
等
脱
炭
素
化
方

針
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
第
十
七
条
の
九
第
二
項
」
を
「
第
十
七
条
の
六
第
二
項
」
に
、
「
第

十
七
条
の
七
各
号
」
を
「
第
十
七
条
の
四
第
二
項
各
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
十
七
条
の
九

第
二
項
」
を
「
第
十
七
条
の
六
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
条
の
六
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
二

条
を
加
え
る
。

（
特
定
開
発
区
域
等
脱
炭
素
化
報
告
書
の
提
出
）

第
八
条
の
七

条
例
第
十
七
条
の
七
の
規
定
に
よ
る
特
定
開
発
区
域
等
脱
炭
素
化
報
告
書
の
提
出
は
、

別
記
第
二
号
様
式
の
二
十
に
よ
る
特
定
開
発
区
域
等
脱
炭
素
化
報
告
書
提
出
書
に
、
特
定
開
発
区
域

等
脱
炭
素
化
指
針
に
基
づ
き
作
成
し
た
特
定
開
発
区
域
等
脱
炭
素
化
報
告
書
を
添
付
し
て
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

２

条
例
第
十
七
条
の
七
の
規
定
に
よ
る
特
定
開
発
区
域
等
脱
炭
素
化
報
告
書
の
提
出
は
、
当
該
建
築

物
の
新
築
等
に
係
る
工
事
が
完
了
し
た
日
（
当
該
建
築
物
が
複
数
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
全
て
の

当
該
建
築
物
の
新
築
等
に
係
る
工
事
が
完
了
し
た
日
）
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
以
内
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
特
定
開
発
事
業
者
に
よ
る
特
定
開
発
区
域
等
脱
炭
素
化
報
告
書
の
公
表
）

第
八
条
の
八

条
例
第
十
七
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
の
内
容
は
、
条
例
第
十
七
条
の
四
第

二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

２

条
例
第
十
七
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
は
、
条
例
第
十
七
条
の
七
の
規
定
に
よ
る
特
定

開
発
区
域
等
脱
炭
素
化
報
告
書
の
提
出
後
速
や
か
に
、
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

条
例
第
十
七
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
よ
る
公
表
、

環
境
報
告
書
へ
の
掲
載
、
特
定
開
発
事
業
者
の
事
業
所
に
お
け
る
備
置
き
又
は
掲
示
そ
の
他
の
容
易

に
閲
覧
で
き
る
場
所
、
時
間
等
を
配
慮
し
た
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

４

特
定
開
発
事
業
者
は
、
条
例
第
十
七
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
し
た
後
、
特
定
開
発
区

域
等
脱
炭
素
化
方
針
の
取
組
状
況
の
実
績
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、
当
該
変
更
の
内
容
に
つ
い
て

公
表
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
八
条
の
二
十
二
第
一
項
中
「
第
十
七
条
の
二
十
一
第
一
項
」
を
「
第
十
七
条
の
二
十
第
一
項
」
に
、

「
第
八
条
の
十
八
第
一
項
」
を
「
第
八
条
の
十
九
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
十
七
条
の

二
十
一
第
一
項
」
を
「
第
十
七
条
の
二
十
第
一
項
」
に
、
「
第
八
条
の
十
八
第
二
項
」
を
「
第
八
条
の

十
九
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
十
七
条
の
二
十
一
第
一
項
」
を
「
第
十
七
条
の
二
十
第

一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
十
七
条
の
二
十
一
第
二
項
」
を
「
第
十
七
条
の
二
十
第
二
項
」

に
、
「
別
記
第
二
号
様
式
の
二
十
七
」
を
「
別
記
第
二
号
様
式
の
二
十
八
」
に
、
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
有
効
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利
用
指
針
」
を
「
特
定
開
発
区
域
等
脱
炭
素
化
指
針
」
に
、
「
受
入
に
」
を
「
受
入
れ
に
」
に
改
め
、

同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
第
十
七
条
の
二
十
一
第
一
項
」
を
「
第
十
七
条
の
二
十
第
一
項
」
に
改

め
、
同
条
を
第
八
条
の
二
十
三
と
す
る
。

第
八
条
の
二
十
一
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
第
十
七
条
の
二
十
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
十
七
条
の

十
九
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
十
七
条
の
二
十
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
十
七

条
の
十
九
第
一
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
十
七
条
の
二
十
第
一
項
第
五
号
」
を
「
第

十
七
条
の
十
九
第
一
項
第
五
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
条
の
二
十
二
と
す
る
。

第
八
条
の
二
十
中
「
第
十
七
条
の
十
九
第
一
項
」
を
「
第
十
七
条
の
十
八
第
一
項
」
に
、
「
別
記
第

二
号
様
式
の
二
十
六
」
を
「
別
記
第
二
号
様
式
の
二
十
七
」
に
、
「
第
十
七
条
の
十
八
第
一
項
」
を

「
第
十
七
条
の
十
七
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
条
の
二
十
一
と
す
る
。

第
八
条
の
十
九
中
「
第
十
七
条
の
十
八
第
六
項
」
を
「
第
十
七
条
の
十
七
第
六
項
」
に
改
め
、
同
条

を
第
八
条
の
二
十
と
す
る
。

第
八
条
の
十
八
第
一
項
中
「
第
十
七
条
の
十
八
第
三
項
第
一
号
」
を
「
第
十
七
条
の
十
七
第
三
項
第

一
号
」
に
、
「
第
八
条
の
三
第
二
項
第
一
号
」
を
「
第
九
条
の
二
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第

二
項
中
「
第
十
七
条
の
十
八
第
三
項
第
二
号
」
を
「
第
十
七
条
の
十
七
第
三
項
第
二
号
」
に
、
「
第
八

条
の
三
第
二
項
第
一
号
」
を
「
第
九
条
の
二
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
十
七
条

の
十
八
第
四
項
」
を
「
第
十
七
条
の
十
七
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
条
の
十
九
と
す
る
。

第
八
条
の
十
七
第
一
項
中
「
第
十
七
条
の
十
八
第
一
項
」
を
「
第
十
七
条
の
十
七
第
一
項
」
に
、

「
別
記
第
二
号
様
式
の
二
十
五
」
を
「
別
記
第
二
号
様
式
の
二
十
六
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第

十
七
条
の
十
八
第
一
項
」
を
「
第
十
七
条
の
十
七
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
十
七
条
の

十
八
第
一
項
」
を
「
第
十
七
条
の
十
七
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
十
七
条
の
十
一
第
一

項
第
六
号
」
を
「
第
十
七
条
の
十
第
一
項
第
六
号
」
に
、
「
第
八
条
の
九
第
三
項
第
三
号
」
を
「
第
八

条
の
十
第
三
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
条
の
十
八
と
す
る
。

第
八
条
の
十
六
第
一
項
中
「
第
十
七
条
の
十
六
第
二
項
」
を
「
第
十
七
条
の
十
五
第
二
項
」
に
、

「
第
十
七
条
の
十
一
第
一
項
各
号
」
を
「
第
十
七
条
の
十
第
一
項
各
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「
第
十
七
条
の
十
六
第
二
項
」
を
「
第
十
七
条
の
十
五
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
条
の
十
七
と

す
る
。

第
八
条
の
十
五
第
一
項
中
「
第
十
七
条
の
十
六
第
一
項
」
を
「
第
十
七
条
の
十
五
第
一
項
」
に
、

「
第
十
七
条
の
十
一
第
一
項
各
号
」
を
「
第
十
七
条
の
十
第
一
項
各
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「
第
十
七
条
の
十
六
第
一
項
」
を
「
第
十
七
条
の
十
五
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
十
七

条
の
十
六
第
一
項
」
を
「
第
十
七
条
の
十
五
第
一
項
」
に
、
「
備
え
置
き
」
を
「
備
置
き
」
に
改
め
、

同
条
を
第
八
条
の
十
六
と
す
る
。

第
八
条
の
十
四
中
「
第
十
七
条
の
十
五
」
を
「
第
十
七
条
の
十
四
」
に
、
「
別
記
第
二
号
様
式
の
二

十
四
」
を
「
別
記
第
二
号
様
式
の
二
十
五
」
に
、
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
有
効
利
用
指
針
」
を
「
特
定
開
発
区

域
等
脱
炭
素
化
指
針
」
に
、
「
第
八
条
の
九
第
三
項
第
六
号
」
を
「
第
八
条
の
十
第
三
項
第
六
号
」
に
、

「
第
八
条
の
十
五
及
び
第
八
条
の
十
六
」
を
「
次
条
及
び
第
八
条
の
十
七
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
条

の
十
五
と
す
る
。

第
八
条
の
十
三
第
一
項
中
「
第
十
七
条
の
十
四
」
を
「
第
十
七
条
の
十
三
」
に
、
「
別
記
第
二
号
様

式
の
二
十
三
」
を
「
別
記
第
二
号
様
式
の
二
十
四
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
十
七
条
の
十
四
」

を
「
第
十
七
条
の
十
三
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
条
の
十
四
と
す
る
。

第
八
条
の
十
二
第
一
項
中
「
第
十
七
条
の
十
三
第
二
項
」
を
「
第
十
七
条
の
十
二
第
二
項
」
に
、

「
第
十
七
条
の
十
一
第
一
項
各
号
」
を
「
第
十
七
条
の
十
第
一
項
各
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「
第
十
七
条
の
十
三
第
二
項
」
を
「
第
十
七
条
の
十
二
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
条
の
十
三
と

す
る
。

第
八
条
の
十
一
第
一
項
中
「
第
十
七
条
の
十
三
第
一
項
」
を
「
第
十
七
条
の
十
二
第
一
項
」
に
、

「
第
十
七
条
の
十
一
第
一
項
各
号
」
を
「
第
十
七
条
の
十
第
一
項
各
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「
第
十
七
条
の
十
三
第
一
項
」
を
「
第
十
七
条
の
十
二
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
低
炭
素

化
法
に
基
づ
く
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
第
十
七
条
の
十
三
第
一
項
」
を
「
第
十
七
条
の
十
二
第

一
項
」
に
、
「
備
え
置
き
」
を
「
備
置
き
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
条
の
十
二
と
す
る
。

第
八
条
の
十
第
一
項
中
「
第
十
七
条
の
十
二
第
一
項
」
を
「
第
十
七
条
の
十
一
第
一
項
」
に
、
「
第

十
七
条
の
十
四
」
を
「
第
十
七
条
の
十
三
」
に
、
「
別
記
第
二
号
様
式
の
二
十
一
」
を
「
別
記
第
二
号

様
式
の
二
十
二
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
十
七
条
の
十
二
第
二
項
」
を
「
第
十
七
条
の
十
一
第

二
項
」
に
、
「
第
十
七
条
の
十
四
」
を
「
第
十
七
条
の
十
三
」
に
、
「
別
記
第
二
号
様
式
の
二
十
二
」

を
「
別
記
第
二
号
様
式
の
二
十
三
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
条
の
十
一
と
す
る
。

第
八
条
の
九
第
一
項
中
「
第
十
七
条
の
十
一
第
一
項
」
を
「
第
十
七
条
の
十
第
一
項
」
に
、
「
別
記

第
二
号
様
式
の
二
十
」
を
「
別
記
第
二
号
様
式
の
二
十
一
」
に
、
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
有
効
利
用
指
針
」
を
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「
特
定
開
発
区
域
等
脱
炭
素
化
指
針
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
十
七
条
の
十
一
第
一
項
」
を

「
第
十
七
条
の
十
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
低
炭
素
化
法
に
基
づ
く
」
を
削
り
、
同
条
第

三
項
中
「
第
十
七
条
の
十
一
第
一
項
第
六
号
」
を
「
第
十
七
条
の
十
第
一
項
第
六
号
」
に
改
め
、
同
項

に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

七

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
需
給
調
整
に
資
す
る
取
組

八

災
害
に
対
す
る
強
じ
ん
性
に
関
す
る
取
組

第
八
条
の
九
を
第
八
条
の
十
と
し
、
第
八
条
の
八
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
知
事
に
よ
る
特
定
開
発
区
域
等
脱
炭
素
化
報
告
書
の
公
表
）

第
八
条
の
九

条
例
第
十
七
条
の
八
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
の
内
容
は
、
条
例
第
十
七
条
の
四
第

二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

２

条
例
第
十
七
条
の
八
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す

る
。

一

知
事
が
別
に
定
め
る
日
及
び
時
間
に
お
け
る
環
境
局
で
の
閲
覧

二

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
よ
る
公
表

第
九
条
の
二
第
一
項
中
「
第
八
条
の
三
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
規
定
す
る
」
を
「
次
に

掲
げ
る
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

住
宅
そ
の
他
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
状
況
に
関
し
て
こ
れ
に
類
す
る
も
の

二

事
務
所
、
官
公
署
そ
の
他
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
状
況
に
関
し
て
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
（
以

下
「
事
務
所
等
」
と
い
う
。
）

三

ホ
テ
ル
、
旅
館
そ
の
他
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
状
況
に
関
し
て
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
（
以
下

「
ホ
テ
ル
等
」
と
い
う
。
）

四

病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
、
福
祉
ホ
ー
ム
そ
の
他
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
状
況
に
関
し
て
こ
れ
ら
に

類
す
る
も
の
（
以
下
「
病
院
等
」
と
い
う
。
）

五

百
貨
店
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
そ
の
他
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
状
況
に
関
し
て
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の

（
以
下
「
百
貨
店
等
」
と
い
う
。
）

六

小
学
校
、
中
学
校
、
義
務
教
育
学
校
、
高
等
学
校
、
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
、
各

種
学
校
そ
の
他
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
状
況
に
関
し
て
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
（
以
下
「
学
校

等
」
と
い
う
。
）

七

飲
食
店
、
食
堂
、
喫
茶
店
、
キ
ャ
バ
レ
ー
そ
の
他
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
状
況
に
関
し
て
こ
れ

ら
に
類
す
る
も
の
（
以
下
「
飲
食
店
等
」
と
い
う
。
）

八

図
書
館
、
博
物
館
、
体
育
館
、
公
会
堂
、
集
会
場
、
ボ
ー
リ
ン
グ
場
、
劇
場
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

場
、
ス
ケ
ー
ト
場
、
公
衆
浴
場
、
競
馬
場
又
は
競
輪
場
、
社
寺
、
映
画
館
、
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
、

ぱ
ち
ん
こ
屋
そ
の
他
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
状
況
に
関
し
て
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
（
以
下
「
集

会
所
等
」
と
い
う
。
）

九

工
場
、
畜
舎
、
自
動
車
車
庫
、
自
転
車
駐
車
場
、
倉
庫
、
観
覧
場
、
卸
売
市
場
、
火
葬
場
そ
の

他
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
状
況
に
関
し
て
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
（
以
下
「
工
場
等
」
と
い

う
。
）

第
九
条
の
二
第
二
項
中
「
建
築
物
省
エ
ネ
法
」
を
「
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関

す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
五
十
三
号
。
以
下
「
建
築
物
省
エ
ネ
法
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
、

同
条
第
三
項
中
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
基
準
の
値
」
を
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
基
準
」
に
、
「
値
以

上
」
を
「
基
準
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
第
八
条
の
三
第
二
項
第
二
号
」
を
「
第
一

項
第
二
号
」
に
、
「
低
減
率
の
値
」
を
「
低
減
に
関
す
る
基
準
」
に
改
め
る
。

第
九
条
の
三
を
削
る
。

第
十
条
第
四
項
第
二
号
中
「
低
炭
素
化
法
に
基
づ
く
」
を
削
る
。

第
十
二
条
第
一
項
第
二
号
及
び
同
条
第
二
項
中
「
第
八
号
」
を
「
第
七
号
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
を
削
る
。

第
十
三
条
の
二
中
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
第
八
条
の
三
第
二
項
第
二
号
」
を

「
第
九
条
の
二
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一

項
を
加
え
る
。

２

条
例
第
二
十
三
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
規
模
は
、
建
築
物
の
新
築
又
は
改
築

の
場
合
に
あ
っ
て
は
延
べ
面
積
が
、
建
築
物
の
増
築
の
場
合
に
あ
っ
て
は
増
築
部
分
の
延
べ
面
積
が
、

そ
れ
ぞ
れ
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

第
十
三
条
の
三
第
六
項
中
「
別
記
第
五
号
様
式
の
三
」
を
「
別
記
第
五
号
様
式
の
二
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
の
四
第
四
項
中
「
別
記
第
五
号
様
式
の
四
」
を
「
別
記
第
五
号
様
式
の
三
」
に
改
め
、
同

項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
各
号
」
を
「
第
二
項
各
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同

条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
第
八
条
の
三
第
二
項
第
二
号
」
を
「
第
九
条
の
二
第
一
項
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第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
中
第
一
項
を
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と

し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。

条
例
第
二
十
三
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
特
別
大
規
模
特
定
建
築
主
は
、
第
九

条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
用
途
に
供
す
る
部
分
の
み
に
係
る
工
事
完
了
の
届
出
を
行
っ
た

特
別
大
規
模
特
定
建
築
主
を
除
い
た
者
と
す
る
。

第
十
三
条
の
五
第
二
項
中
「
別
記
第
五
号
様
式
の
五
」
を
「
別
記
第
五
号
様
式
の
四
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
の
四
中
「
第
八
条
の
十
七
」
を
「
第
八
条
の
十
八
」
に
改
め
、
同
表
一
の
項
備
考
四
中

「
第
八
条
の
四
の
表
の
一
の
項
の
下
欄
に
掲
げ
る
㈠
及
び
㈡
の
熱
」
を
「
一
般
廃
棄
物
の
焼
却
施
設
に

お
い
て
廃
棄
物
の
焼
却
に
よ
り
排
出
さ
れ
る
熱
、
下
水
汚
泥
の
焼
却
に
伴
い
排
出
さ
れ
る
熱
」
に
改
め
、

同
表
二
の
項
中
「
第
十
七
条
の
十
一
第
一
項
第
六
号
」
を
「
第
十
七
条
の
十
第
一
項
第
六
号
」
に
、

「
第
八
条
の
九
第
三
項
第
三
号
」
を
「
第
八
条
の
十
第
三
項
第
三
号
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
の
五
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
一
の
五

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
基
準
（
第
九
条
の
二
関
係
）

基
準

区
分

イ

病
院
等
、
飲
食

店
等
又
は
集
会
所

等
の
用
途
に
供
す

る
部
分

ロ

事
務
所
等
、
ホ

テ
ル
等
、
百
貨
店

等
又
は
学
校
等
の

用
途
に
供
す
る
部

分

ハ

工
場
等
の
用
途

に
供
す
る
部
分

建
築
物
の
熱
負
荷
の
低

減
に
関
す
る
基
準

Ｂ
Ｐ
Ｉ
が
一
・
〇
以

下
で
あ
る
こ
と
。

Ｂ
Ｐ
Ｉ
が
一
・
〇
以

下
で
あ
る
こ
と
。

－

設
備
シ
ス
テ
ム
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
利
用
の
低
減
に

関
す
る
基
準

非
住
宅
用
途
Ｂ
Ｅ
Ｉ

が
〇
・
八
五
以
下
で

あ
る
こ
と
。

非
住
宅
用
途
Ｂ
Ｅ
Ｉ

が
〇
・
八
以
下
で
あ

る
こ
と
。

非
住
宅
用
途
Ｂ
Ｅ
Ｉ

が
〇
・
七
五
以
下
で

あ
る
こ
と
。

備
考一

Ｂ
Ｐ
Ｉ
と
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
値
を
い
う
。

㈠

特
定
建
築
物
（
増
築
の
場
合
に
あ
っ
て
は
増
築
部
分
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
の
屋
内
周

囲
空
間
（
各
階
の
外
気
に
接
す
る
壁
の
中
心
線
か
ら
水
平
距
離
が
五
メ
ー
ト
ル
以
内
の
屋
内

の
空
間
、
屋
根
の
直
下
の
階
の
屋
内
の
空
間
及
び
外
気
に
接
す
る
床
の
直
上
の
屋
内
の
空
間

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
年
間
熱
負
荷
（
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
等
を
定
め

る
省
令
に
お
け
る
算
出
方
法
等
に
係
る
事
項
（
平
成
二
十
八
年
国
土
交
通
省
告
示
第
二
百
六

十
五
号
）
第
一

三
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
求
め
た
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
屋

内
周
囲
空
間
の
床
面
積
の
合
計
（
単
位

平
方
メ
ー
ト
ル
）
で
除
し
て
得
た
値
を
、
用
途
及

び
地
域
の
区
分
に
応
じ
た
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
等
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二

十
八
年
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
令
第
一
号
。
以
下
「
基
準
省
令
」
と
い
う
。
）
別
表
第

二
に
掲
げ
る
数
値
で
除
し
て
得
た
値
と
す
る
。
た
だ
し
、
同
表
に
掲
げ
る
用
途
の
う
ち
二
以

上
の
用
途
に
供
す
る
部
分
を
含
む
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
部
分
の
各
用
途
の
屋
内
周
囲
空

間
の
年
間
熱
負
荷
の
合
計
を
各
用
途
の
屋
内
周
囲
空
間
の
床
面
積
の
合
計
で
除
し
た
数
値
を
、

用
途
及
び
地
域
の
区
分
に
応
じ
た
同
表
に
掲
げ
る
各
数
値
を
各
用
途
の
屋
内
周
囲
空
間
の
床

面
積
に
よ
り
加
重
平
均
し
た
数
値
で
除
し
て
得
た
値
と
す
る
。

㈡

特
定
建
築
物
の
形
状
に
応
じ
た
年
間
熱
負
荷
モ
デ
ル
建
築
物
（
非
住
宅
部
分
の
形
状
を
単

純
化
し
た
建
築
物
で
あ
っ
て
、
屋
内
周
囲
空
間
の
年
間
熱
負
荷
の
算
出
に
用
い
る
べ
き
も
の

と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
認
め
る
も
の
を
い
う
。
以
下
㈡
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
屋
内
周
囲

空
間
の
年
間
熱
負
荷
を
屋
内
周
囲
空
間
の
床
面
積
の
合
計
（
単
位

平
方
メ
ー
ト
ル
）
で
除

し
て
得
た
値
を
、
用
途
及
び
地
域
の
区
分
に
応
じ
た
基
準
省
令
別
表
第
二
に
掲
げ
る
数
値
で

除
し
て
得
た
値
と
す
る
。
た
だ
し
、
同
表
に
掲
げ
る
用
途
の
う
ち
二
以
上
の
用
途
に
供
す
る

部
分
を
含
む
場
合
に
あ
っ
て
は
、
年
間
熱
負
荷
モ
デ
ル
建
築
物
の
各
用
途
の
屋
内
周
囲
空
間

の
年
間
熱
負
荷
の
合
計
を
各
用
途
の
屋
内
周
囲
空
間
の
床
面
積
の
合
計
で
除
し
た
数
値
を
、

用
途
及
び
地
域
の
区
分
に
応
じ
た
同
表
に
掲
げ
る
各
数
値
を
各
用
途
の
屋
内
周
囲
空
間
の
床

面
積
に
よ
り
加
重
平
均
し
た
数
値
で
除
し
て
得
た
値
と
す
る
。

㈢

基
準
省
令
第
十
条
第
一
号
の
国
土
交
通
大
臣
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
を
適
切
に
評
価
で

き
る
方
法
と
認
め
る
方
法
に
お
い
て
算
出
さ
れ
る
Ｂ
Ｐ
Ｉ
の
値

二

非
住
宅
用
途
Ｂ
Ｅ
Ｉ
と
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
値
を
い
う
。

㈠

特
定
建
築
物
の
設
計
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
（
基
準
省
令
第
一
条
第
一
項
第
一
号
イ
に

規
定
す
る
も
の
を
い
い
、
基
準
省
令
第
二
条
中
EM
を
加
え
る
部
分
を
除
い
て
算
出
し
た
も
の

を
い
う
。
㈡
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
基
準
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
（
基
準
省
令
第
一
条
第

一
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
も
の
を
い
い
、
基
準
省
令
第
三
条
中
Ｂ
を
乗
じ
る
部
分
及
び
EM
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を
加
え
る
部
分
を
除
い
て
算
出
し
た
も
の
を
い
う
。
㈡
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
除
し
て
得
た

値
と
す
る
。

㈡

特
定
建
築
物
の
用
途
と
同
一
の
用
途
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
モ
デ
ル
建
築
物
（
国
土

交
通
大
臣
が
用
途
に
応
じ
て
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
算
出
に
用
い
る
べ
き
標
準
的
な
建

築
物
で
あ
る
と
認
め
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
設
計
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を

当
該
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
モ
デ
ル
建
築
物
の
基
準
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
で
除
し
て

得
た
値
と
す
る
。

㈢

基
準
省
令
第
一
条
第
一
項
第
一
号
の
国
土
交
通
大
臣
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
を
適
切
に

評
価
で
き
る
方
法
と
認
め
る
方
法
に
お
い
て
算
出
さ
れ
る
Ｂ
Ｅ
Ｉ
の
値

三

こ
の
表
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
定
建
築
物
を
同
表
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
欄
に
掲
げ
る
用
途
の
う
ち

二
以
上
の
用
途
に
供
す
る
場
合
に
お
け
る
設
備
シ
ス
テ
ム
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
低
減
に
関
す

る
基
準
は
、
次
の
い
ず
れ
か
と
す
る
。

㈠

各
用
途
に
供
す
る
部
分
ご
と
に
算
出
し
た
設
計
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
（
基
準
省
令
第

一
条
第
一
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
も
の
を
い
い
、
基
準
省
令
第
二
条
に
よ
り
算
出
し
た
も

の
を
い
う
。
㈡
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
合
計
し
て
得
た
数
値
が
、
各
用
途
に
供
す
る
部
分
ご

と
に
算
出
し
た
基
準
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
（
基
準
省
令
第
一
条
第
一
項
第
一
号
イ
に
規

定
す
る
も
の
を
い
い
、
基
準
省
令
第
三
条
中
Ｂ
の
値
を
当
該
用
途
に
供
す
る
部
分
に
応
じ
て

同
表
に
掲
げ
る
設
備
シ
ス
テ
ム
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
低
減
に
関
す
る
基
準
に
係
る
非
住
宅

用
途
Ｂ
Ｅ
Ｉ
の
上
限
値
に
読
み
替
え
て
算
出
し
た
も
の
を
い
う
。
㈡
に
お
い
て
同
じ
。
）
を

合
計
し
て
得
た
数
値
を
超
え
な
い
こ
と
。

㈡

特
定
建
築
物
の
各
用
途
と
同
一
の
用
途
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
モ
デ
ル
建
築
物
ご
と

に
算
出
し
た
設
計
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
合
計
し
て
得
た
数
値
が
、
当
該
特
定
建
築
物

の
各
用
途
と
同
一
の
用
途
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
モ
デ
ル
建
築
物
ご
と
に
算
出
し
た
基

準
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
合
計
し
て
得
た
数
値
を
超
え
な
い
こ
と
。

別
記
第
二
号
様
式
の
十
五
中
「第

９
条
の
３

」
を
「第

９
条
の
３
第
１
項

」
に
改
め
、
同
様
式
の
次

に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。
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別
記
第
二
号
様
式
の
十
七
中
「第

８
条
の
５

」
を
「第

８
条
の
３

」
に
、
「エ

ネ
ル
ギ
ー
有
効
利
用

計
画
書
提
出
書

」
を
「特

定
開
発
区
域
等
脱
炭
素
化
方
針
提
出
書

」
に
、
「第

１７条
の
７

」
を
「第

１７

条
の
４
第
２
項

」
に
、
「、

エ
ネ
ル
ギ
ー
有
効
利
用
計
画
書

」
を
「、

特
定
開
発
区
域
等
脱
炭
素

化
方
針

」
に
、
「エ

ネ
ル
ギ
ー
有
効
利
用
計
画
書

」
を
「特

定
開
発
区
域
等
脱
炭
素
化
方
針

」
に

改
め
る
。

別
記
第
二
号
様
式
の
十
八
中
「第

８
条
の
６

」
を
「第

８
条
の
４

」
に
、
「第

１７
条
の
８

」
を

「第
１７条

の
５

」
に
、

「

」
を

「

」
に

改
め
る
。

別
記
第
二
号
様
式
の
十
九
中
「第

８
条
の
６

」
を
「第

８
条
の
４
」
に
、
「エ

ネ
ル
ギ
ー
有
効
利
用

計
画
書
変
更
届
出
書

」
を
「特

定
開
発
区
域
等
脱
炭
素
化
方
針
変
更
届
出
書

」
に
、
「エ

ネ
ル
ギ
ー
有

効
利
用
計
画
書
の

」
を
「特

定
開
発
区
域
等
脱
炭
素
化
方
針
の

」
に
、
「第

１７条
の
８

」
を
「第

１７

条
の
５

」
に
、

「

」
を

「

」
に
、
「エ

ネ
ル
ギ
ー
有
効
利
用
計
画
書
提
出
書

（

」
を
「特

定
開
発
区
域
等
脱
炭
素
化
方
針
提
出
書
（

」
に
改
め
る
。

別
記
第
二
号
様
式
の
二
十
七
中
「第

８
条
の
２２

」
を
「第

８
条
の
２３

」
に
、
「第

１７条
の
２１第

２

項

」
を
「第

１７条
の
２０第

２
項

」
に
、
「の

受
入

」
を
「の

受
入
れ

」
に
改
め
、
同
様
式
を
別
記
第
二

号
様
式
の
二
十
八
と
す
る
。

別
記
第
二
号
様
式
の
二
十
六
中
「第

８
条
の
２０

」
を
「第

８
条
の
２１

」
に
、
「第

１７条
の
１９第

１

項

」
を
「第
１７条

の
１８第

１
項

」
に
改
め
、
同
様
式
を
別
記
第
二
号
様
式
の
二
十
七
と
す
る
。

別
記
第
二
号
様
式
の
二
十
五
中
「第

８
条
の
１７

」
を
「第

８
条
の
１８

」
に
、
「第

１７条
の
１８第

１

項

」
を
「第

１７条
の
１７第

１
項

」
に
改
め
、
同
様
式
を
別
記
第
二
号
様
式
の
二
十
六
と
す
る
。

別
記
第
二
号
様
式
の
二
十
四
中
「第

８
条
の
１４

」
を
「第

８
条
の
１５

」
に
、
「第

１７条
の
１５

」
を

「第
１７条

の
１４

」
に
改
め
、
同
様
式
を
別
記
第
二
号
様
式
の
二
十
五
と
す
る
。

別
記
第
二
号
様
式
の
二
十
三
中
「第

８
条
の
１３

」
を
「第

８
条
の
１４

」
に
、
「第

１７条
の
１４

」
を

「第
１７条

の
１３

」
に
改
め
、
同
様
式
を
別
記
第
二
号
様
式
の
二
十
四
と
す
る
。

別
記
第
二
号
様
式
の
二
十
二
中
「第

８
条
の
１０

」
を
「第

８
条
の
１１

」
に
、
「第

１７条
の
１２第

２

項

」
を
「第

１７条
の
１１第

２
項

」
に
改
め
、
同
様
式
を
別
記
第
二
号
様
式
の
二
十
三
と
す
る
。

別
記
第
二
号
様
式
の
二
十
一
中
「第

８
条
の
１０

」
を
「第

８
条
の
１１

」
に
、
「地

域
エ
ネ
ル
ギ
ー
供

給
計
画
事
業
者

」
を
「地

域
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
事
業
者

」
に
、
「第

１７条
の
１２第

１
項

」
を
「第

１７条

の
１１第

１
項

」
に
改
め
、
同
様
式
を
別
記
第
二
号
様
式
の
二
十
二
と
す
る
。

別
記
第
二
号
様
式
の
二
十
中
「第

８
条
の
９

」
を
「第

８
条
の
１０

」
に
、
「第

１７条
の
１１第

１
項

」

を
「第

１７条
の
１０第

１
項

」
に
、

「

」
を

「

」
に

改
め
、
同
様
式
備
考
中
「※

欄
に
は

」
を
「※

印
の
欄
に
は
、

」
に
改
め
、
同
様
式
を
別
記
第
二
号
様

式
の
二
十
一
と
し
、
別
記
第
二
号
様
式
の
十
九
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。
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別
記
第
三
号
様
式
中
「第
２１条

第
１
項

」
を
「第

２１条

」
に
改
め
る
。

別
記
第
三
号
様
式
の
二
中
「集

会
場
等

」
を
「集

会
所
等

」
に
改
め
る
。

別
記
第
五
号
様
式
の
二
を
削
り
、
別
記
第
五
号
様
式
の
三
を
別
記
第
五
号
様
式
の
二
と
す
る
。

別
記
第
五
号
様
式
の
四
中
「集

会
場
等

」
を
「集

会
所
等

」
に
改
め
、
同
様
式
を
別
記
第
五
号
様
式

の
三
と
す
る
。

別
記
第
五
号
様
式
の
五
を
別
記
第
五
号
様
式
の
四
と
す
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
第

八
条
の
三
第
五
項
に
規
定
す
る
特
定
日
が
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
か
ら
令
和
七
年
一
月
二
十
五
日
ま

で
の
間
に
あ
る
場
合
に
お
け
る
同
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
三
百
日
」
と
あ
る
の

は
、
「
百
八
十
日
」
と
す
る
。

３

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境
に

関
す
る
条
例
施
行
規
則
別
記
第
二
号
様
式
の
十
五
、
第
二
号
様
式
の
十
七
か
ら
第
三
号
様
式
の
二
ま

で
及
び
第
五
号
様
式
の
四
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布

す
る
。令

和
四
年
十
二
月
二
十
二
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
二
百
三
十
七
号

都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則

都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
三
年
東
京
都
規
則
第
三

十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
の
三
第
三
項
第
六
号
中
「
（
地
球
温
暖
化
そ
の
他
の
気
候
の
変
動
を
い
う
。
）
」
を
削
る
。

第
八
条
の
四
第
三
項
第
一
号
中
「
特
別
大
規
模
特
定
建
築
物
」
を
「
特
定
建
築
物
」
に
改
め
る
。
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第
九
条
の
見
出
し
中
「
規
模
」
を
「
規
模
等
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

条
例
第
二
十
条
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
種
類
の
建
築
物
は
、
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性

能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
五
十
三
号
。
以
下
「
建
築
物
省
エ
ネ
法
」
と

い
う
。
）
第
十
八
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
建
築
物
と
す
る
。

第
九
条
の
二
の
見
出
し
中
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
基
準
」
を
「
特
定
建
築
物
に
お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
性
能
基
準
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
第
二
十
条
の
三
」
を
「
第
二
十
条
の
二
」
に
改
め
、
同
条

第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

前
項
第
一
号
に
規
定
す
る
用
途
に
供
す
る
当
該
特
定
建
築
物
に
お
け
る
条
例
第
二
十
条
の
二
に
規

定
す
る
規
則
で
定
め
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
基
準
は
、
当
該
用
途
に
供
す
る
部
分
（
当
該
用
途
に
供

す
る
部
分
の
延
べ
面
積
（
内
部
に
間
仕
切
壁
又
は
戸
を
有
し
な
い
階
又
は
そ
の
一
部
で
あ
っ
て
、
そ

の
延
べ
面
積
に
対
す
る
常
時
外
気
に
開
放
さ
れ
た
開
口
部
の
面
積
の
合
計
の
割
合
が
二
十
分
の
一
以

上
で
あ
る
も
の
の
延
べ
面
積
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ

る
場
合
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
、
別
表
第
一
の
五

一
の
項
に
掲
げ
る
建
築
物
の
熱
負
荷
の
低
減
に

関
す
る
基
準
及
び
設
備
シ
ス
テ
ム
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
低
減
に
関
す
る
基
準
と
す
る
。

第
九
条
の
二
第
三
項
中
「
条
例
第
二
十
条
の
三
」
を
「
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
規
定
す

る
用
途
に
供
す
る
当
該
特
定
建
築
物
に
お
け
る
条
例
第
二
十
条
の
二
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
及
び
第

二
号
中
「
（
内
部
に
間
仕
切
壁
又
は
戸
を
有
し
な
い
階
又
は
そ
の
一
部
で
あ
っ
て
、
そ
の
延
べ
面
積
に

対
す
る
常
時
外
気
に
開
放
さ
れ
た
開
口
部
の
面
積
の
合
計
の
割
合
が
二
十
分
の
一
以
上
で
あ
る
も
の
の

延
べ
面
積
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、
「
別
表
第
一
の
五
」
を
「
別
表
第
一
の
五

二
の
項
」
に
改
め
、

同
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
特
定
建
築
物
等
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
設
備
設
置
基
準
の
順
守
）

第
九
条
の
三

条
例
第
二
十
条
の
三
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
種
類
の
建
築
物
は
、
大
島
町
、
利
島

村
、
新
島
村
、
神
津
島
村
、
三
宅
村
、
御
蔵
島
村
、
八
丈
町
、
青
ヶ
島
村
及
び
小
笠
原
村
の
区
域
内

に
お
け
る
建
築
物
と
す
る
。

２

条
例
第
二
十
条
の
三
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
設
備
設
置
基
準
は
、

当
該
特
定
建
築
物
の
建
築
面
積
（
増
築
の
場
合
に
あ
っ
て
は
増
築
す
る
部
分
の
建
築
面
積
。
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
乗
じ
て
得
た
値
に
一
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
〇
・
一

五
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
乗
じ
て
得
た
値
以
上
の
定
格
出
力
を
備
え
た
太
陽
光
を
利
用
す
る
設
備
（
以
下

「
太
陽
光
発
電
設
備
」
と
い
う
。
）
を
設
置
す
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
特
定
建
築
物
の
建

築
面
積
か
ら
知
事
が
別
に
定
め
る
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
が
困
難
な
屋
上
の
部
分
を
除
い
た
面
積

（
以
下
「
設
置
可
能
面
積
」
と
い
う
。
）
が
、
当
該
特
定
建
築
物
の
建
築
面
積
に
五
パ
ー
セ
ン
ト
を

乗
じ
て
得
た
値
よ
り
小
さ
い
場
合
は
、
当
該
設
置
可
能
面
積
に
一
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
〇
・
一
五

キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
乗
じ
て
得
た
値
以
上
の
定
格
出
力
を
備
え
た
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
と

す
る
。

３

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
設
置
す
る
太
陽
光
発
電
設
備
の
定
格
出
力
が
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
特
定
建
築
物
の
延
べ
面
積
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
値
に
満
た
な

い
場
合
は
、
当
該
値
以
上
の
定
格
出
力
の
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
と
す
る
。

一

二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満

三
キ
ロ
ワ
ッ
ト

二

五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満

六
キ
ロ
ワ
ッ
ト

三

一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

十
二
キ
ロ
ワ
ッ
ト

４

第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
設
置
す
る
太
陽
光
発
電
設
備
の
定
格
出
力

が
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
特
定
建
築
物
の
延
べ
面
積
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
値
を
超

え
る
場
合
は
、
当
該
値
以
上
の
定
格
出
力
の
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
と
す
る
。

一

二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満

九
キ
ロ
ワ
ッ
ト

二

五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満

十
八
キ
ロ
ワ
ッ
ト

三

一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

三
十
六
キ
ロ
ワ
ッ
ト

５

前
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
特
定
建
築
物
及
び
そ
の
敷
地
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
設
備

の
設
置
は
、
当
該
設
備
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
の
量
と
同
程
度
の
量
に
お
い
て
、
前

三
項
に
規
定
す
る
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
と
み
な
す
。

一

風
力
を
利
用
す
る
設
備

二

バ
イ
オ
マ
ス
を
利
用
す
る
設
備

三

太
陽
熱
を
利
用
す
る
設
備

四

地
中
熱
を
利
用
す
る
設
備

五

そ
の
他
知
事
が
認
め
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
設
備

６

前
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
定
建
築
主
は
、
そ
の
電
気
を
当
該
特
定
建
築
物
及
び
そ
の
敷

地
に
お
い
て
利
用
す
る
た
め
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
電
気
に
変
換
す
る
設
備
及
び
そ
の
附
属
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設
備
の
設
置
（
当
該
特
定
建
築
物
及
び
そ
の
敷
地
以
外
に
設
置
す
る
も
の
に
限
る
。
）
そ
の
他
知
事

が
別
に
定
め
る
当
該
特
定
建
築
物
及
び
そ
の
敷
地
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
に
係
る

措
置
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

７

前
五
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
設
備
設
置
基
準
に
関
し
必
要
な
事

項
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
。

（
特
定
建
築
物
等
に
お
け
る
電
気
自
動
車
充
電
設
備
整
備
基
準
の
順
守
）

第
九
条
の
四

条
例
第
二
十
条
の
四
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
電
気
自
動
車
充
電
設
備
整
備
基
準
は
、

当
該
特
定
建
築
物
等
に
お
け
る
自
動
車
の
駐
車
の
た
め
の
施
設
（
以
下
「
駐
車
施
設
」
と
い
う
。
）

に
つ
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
駐
車
施
設
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

一

当
該
特
定
建
築
物
の
所
有
者
又
は
占
有
者
が
使
用
す
る
た
め
の
駐
車
施
設
（
五
以
上
の
区
画
を

有
す
る
も
の
に
限
る
。
）

当
該
駐
車
施
設
の
区
画
の
数
に
百
分
の
二
十
を
乗
じ
て
得
た
値
（
そ

の
値
に
一
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
値
と
し
、
か
つ
、
当
該
値
が
十

を
超
え
る
と
き
は
十
と
す
る
。
）
以
上
の
区
画
に
電
気
自
動
車
充
電
設
備
を
整
備
し
、
か
つ
、
当

該
駐
車
施
設
の
区
画
の
数
に
百
分
の
五
十
を
乗
じ
て
得
た
値
（
そ
の
値
に
一
未
満
の
端
数
を
生
じ

た
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
値
と
し
、
か
つ
、
当
該
値
が
二
十
五
を
超
え
る
と
き
は
二
十
五

と
す
る
。
）
か
ら
電
気
自
動
車
充
電
設
備
を
整
備
す
る
区
画
の
数
を
減
じ
た
値
以
上
の
区
画
に
電

気
自
動
車
充
電
設
備
の
た
め
に
使
用
す
る
配
管
等
を
整
備
す
る
こ
と
。

二

前
号
に
規
定
す
る
駐
車
施
設
以
外
の
駐
車
施
設
（
荷
さ
ば
き
の
用
に
供
す
る
も
の
を
除
く
。
）

（
十
以
上
の
区
画
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
）

一
以
上
の
区
画
に
電
気
自
動
車
充
電
設
備
を
整

備
し
、
か
つ
、
当
該
駐
車
施
設
の
区
画
の
数
に
百
分
の
二
十
を
乗
じ
て
得
た
値
（
そ
の
値
に
一
未

満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
値
と
し
、
当
該
値
が
十
を
超
え
る
と
き
は
十

と
す
る
。
）
か
ら
電
気
自
動
車
充
電
設
備
を
整
備
す
る
区
画
の
数
を
減
じ
た
値
以
上
の
区
画
に
電

気
自
動
車
充
電
設
備
の
た
め
に
使
用
す
る
配
管
等
を
整
備
す
る
こ
と
。

２

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
電
気
自
動
車
充
電
設
備
整
備
基
準
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
知
事

が
別
に
定
め
る
。

第
十
条
中
第
三
項
を
削
り
、
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

条
例
第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
建
築
物
環
境
計
画
書
の
作
成
は
、
当
該
特
定
建
築
物
に
お
い
て
、

第
九
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
用
途
に
供
す
る
部
分
及
び
同
項
第
二
号
か
ら
第
九
号
ま
で

に
規
定
す
る
用
途
に
供
す
る
部
分
の
う
ち
、
主
た
る
用
途
以
外
の
部
分
の
延
べ
面
積
が
二
千
平
方
メ

ー
ト
ル
未
満
の
場
合
（
同
項
第
一
号
に
規
定
す
る
用
途
に
供
す
る
部
分
に
お
い
て
、
条
例
第
二
十
三

条
の
三
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
環
境
性
能
表
示
を
表
示
し
、
又
は
表
示
さ
せ
る
場

合
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
当
該
部
分
に
お
け
る
条
例
第
二
十
一
条
第
四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ

る
事
項
を
記
載
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
条
の
二
第
一
項
中
「
前
条
第
二
項
各
号
」
を
「
前
条
第
三
項
各
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「
第
十
八
条
第
二
号
又
は
第
三
号
」
を
「
第
十
八
条
各
号
の
い
ず
れ
か
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中

「
前
条
第
一
項
」
の
下
に
「
、
第
二
項
」
を
加
え
る
。

第
十
一
条
の
見
出
し
中
「
概
要
に
つ
い
て
の
」
を
削
る
。

第
十
二
条
第
一
項
第
二
号
及
び
同
条
第
二
項
中
「
第
七
号
」
を
「
第
八
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項

中
「
第
十
条
第
二
項
各
号
」
を
「
第
十
条
第
三
項
各
号
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
第
一
号
イ
中
「
第
八

条
の
三
第
二
項
各
号
」
を
「
主
た
る
用
途
以
外
の
部
分
の
う
ち
第
九
条
の
二
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、

「
部
分
」
の
下
に
「
又
は
同
項
第
二
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
規
定
す
る
用
途
に
供
す
る
部
分
」
を
加
え
、

同
項
第
三
号
を
削
る
。

第
十
三
条
の
二
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

電
気
自
動
車
充
電
設
備
の
設
置

第
十
三
条
の
二
中
第
二
項
を
削
り
、
第
三
項
を
第
二
項
と
し
、
第
四
項
を
削
る
。

第
十
三
条
の
四
第
一
項
中
「
特
別
大
規
模
特
定
建
築
主
」
を
「
特
定
建
築
主
」
に
改
め
、
同
条
第
二

項
中
「
特
別
大
規
模
特
定
建
築
物
等
」
を
「
非
住
宅
用
途
特
定
建
築
物
等
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
第

一
号
中
「
特
別
大
規
模
特
定
建
築
物
等
」
を
「
非
住
宅
用
途
特
定
建
築
物
等
」
に
、
「
二
千
平
方
メ
ー

ト
ル
」
を
「
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
特
別
大
規
模
特
定
建
築
物
等
」
を

「
非
住
宅
用
途
特
定
建
築
物
等
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
の
五
第
四
項
中
「
概
要
の
」
を
削
る
。

第
十
三
条
の
五
の
二
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
前
条
」
を
「
第
十
三
条
の
五
」
に
改
め
、
同
条
を
第

十
三
条
の
五
の
九
と
し
、
第
十
三
条
の
五
の
次
に
次
の
七
条
を
加
え
る
。

（
中
小
規
模
特
定
建
築
物
に
お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
基
準
の
順
守
）

第
十
三
条
の
五
の
二

条
例
第
二
十
三
条
の
七
第
一
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
規
模
は
、
延
べ
面

積
が
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。
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２

条
例
第
二
十
三
条
の
七
第
一
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
種
類
の
建
築
物
は
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
建
築
物
と
す
る
。

一

延
べ
面
積
が
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
建
築
物

二

建
築
物
省
エ
ネ
法
第
十
八
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
建
築
物

三

大
島
町
、
利
島
村
、
新
島
村
、
神
津
島
村
、
三
宅
村
、
御
蔵
島
村
、
八
丈
町
、
青
ヶ
島
村
及
び

小
笠
原
村
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物

３

条
例
第
二
十
三
条
の
七
第
一
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
値
は
、
二
万
平
方
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。

４

条
例
第
二
十
三
条
の
七
第
一
項
に
規
定
す
る
申
請
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
様
式
に
よ
り
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

条
例
第
二
十
三
条
の
七
第
一
項
に
規
定
す
る
承
認
は
、
一
年
間
に
都
内
に
お
い
て
新
た
に
建
設
し
、

又
は
新
築
す
る
中
小
規
模
特
定
建
築
物
の
延
べ
面
積
の
合
計
が
知
事
が
別
に
定
め
る
値
以
上
で
あ
る

建
物
供
給
事
業
者
そ
の
他
知
事
が
認
め
る
も
の
に
対
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

６

条
例
第
二
十
三
条
の
七
第
一
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
用
途
は
、
第
九
条
の
二
第
一
項
各
号

に
規
定
す
る
用
途
と
す
る
。

７

条
例
第
二
十
三
条
の
七
第
一
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
基
準
は
、
第
九

条
の
二
第
一
項
各
号
に
規
定
す
る
用
途
に
供
す
る
部
分
に
つ
い
て
、
別
表
第
一
の
五

三
の
項
及
び

四
の
項
に
掲
げ
る
建
築
物
の
熱
負
荷
の
低
減
に
関
す
る
基
準
及
び
設
備
シ
ス
テ
ム
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

用
の
低
減
に
関
す
る
基
準
と
す
る
。

（
中
小
規
模
特
定
建
築
物
等
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
設
備
設
置
基
準
の
順
守
）

第
十
三
条
の
五
の
三

条
例
第
二
十
三
条
の
八
第
一
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
種
類
の
建
築
物
は
、

当
該
中
小
規
模
特
定
建
築
物
に
お
け
る
屋
根
の
水
平
投
影
面
積
が
二
十
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
建
築

物
、
法
令
に
よ
り
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
設
備
を
設
置
で
き
な
い
建
築
物
そ
の
他
知
事

が
別
に
定
め
る
建
築
物
と
す
る
。

２

条
例
第
二
十
三
条
の
八
第
一
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
設
備
設

置
基
準
は
、
特
定
供
給
事
業
者
が
一
年
間
に
新
た
に
建
設
し
、
又
は
新
築
す
る
当
該
中
小
規
模
特
定

建
築
物
の
棟
数
に
知
事
が
別
に
定
め
る
区
域
ご
と
の
係
数
を
乗
じ
て
得
た
値
に
、
二
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を

乗
じ
て
得
た
値
以
上
の
定
格
出
力
を
備
え
た
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
と
す
る
。

３

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
中
小
規
模
特
定
建
築
物
及
び
そ
の
敷
地
に
お
け
る
次
に
掲
げ

る
設
備
の
設
置
は
、
当
該
設
備
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
の
量
と
同
程
度
の
量
に
お

い
て
、
同
項
に
規
定
す
る
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
と
み
な
す
。

一

太
陽
熱
を
利
用
す
る
設
備

二

地
中
熱
を
利
用
す
る
設
備

三

そ
の
他
知
事
が
認
め
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
設
備

４

前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
定
供
給
事
業
者
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
太
陽
光
発
電
設

備
を
設
置
す
る
場
合
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
の
量
に
知
事
が
別
に
定
め
る
割
合
を

乗
じ
て
得
た
値
を
上
限
と
し
て
、
都
内
に
現
に
存
す
る
建
築
物
（
前
条
第
二
項
各
号
に
規
定
す
る
建

築
物
を
除
く
。
）
及
び
そ
の
敷
地
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
設
備
の
新
設
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
。

５

前
三
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
設
備
設
置
基
準
に
関
し
必
要
な
事

項
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
。

（
中
小
規
模
特
定
建
築
物
等
に
お
け
る
電
気
自
動
車
充
電
設
備
整
備
基
準
の
順
守
）

第
十
三
条
の
五
の
四

条
例
第
二
十
三
条
の
九
第
一
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
電
気
自
動
車
充
電

設
備
整
備
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
中
小
規
模
特
定
建
築
物
の
区
分
に
応
じ
て
、
当
該
各
号
に

定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

一

一
戸
建
て
の
住
宅

当
該
駐
車
施
設
の
一
以
上
の
区
画
に
電
気
自
動
車
充
電
設
備
又
は
電
気
自

動
車
充
電
設
備
の
た
め
に
使
用
す
る
配
管
等
を
整
備
す
る
こ
と
。

二

前
号
以
外
の
中
小
規
模
特
定
建
築
物
（
十
以
上
の
区
画
を
有
す
る
駐
車
施
設
が
あ
る
も
の
に
限

る
。
）

当
該
駐
車
施
設
の
一
以
上
の
区
画
に
電
気
自
動
車
充
電
設
備
を
整
備
し
、
か
つ
、
当
該

駐
車
施
設
の
区
画
の
数
に
百
分
の
二
十
を
乗
じ
て
得
た
値
（
そ
の
値
に
一
未
満
の
端
数
を
生
じ
た

と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
値
）
か
ら
電
気
自
動
車
充
電
設
備
を
整
備
す
る
区
画
の
数
を
減
じ

た
値
以
上
の
区
画
に
電
気
自
動
車
充
電
設
備
の
た
め
に
使
用
す
る
配
管
等
を
整
備
す
る
こ
と
。

２

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
電
気
自
動
車
充
電
設
備
整
備
基
準
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
知
事

が
別
に
定
め
る
。

（
中
小
規
模
特
定
建
築
物
等
に
係
る
措
置
に
関
す
る
説
明
等
）

第
十
三
条
の
五
の
五

条
例
第
二
十
三
条
の
十
第
一
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
者
は
、
当
該
特
定

供
給
事
業
者
以
外
に
所
有
又
は
占
有
を
さ
れ
た
こ
と
が
な
く
、
か
つ
、
新
築
に
係
る
工
事
が
完
了
し
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た
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
し
て
い
な
い
当
該
中
小
規
模
特
定
建
築
物
の
購
入
又
は
賃
借
を
し

よ
う
と
す
る
者
と
す
る
。

２

条
例
第
二
十
三
条
の
十
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る

も
の
と
す
る
。

一

説
明
の
年
月
日

二

説
明
の
相
手
方
の
氏
名
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
）

三

当
該
中
小
規
模
特
定
建
築
物
の
所
在
地

四

第
十
三
条
の
五
の
二
第
七
項
に
規
定
す
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
基
準
（
別
表
第
一
の
五

三
の

項
の
表
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
欄
に
お
け
る
住
宅
用
途
Ｂ
Ｅ
Ｉ
の
値
は
、
同
表
備
考
三
㈠
本
文
に
よ
り

算
出
し
た
値
と
す
る
。
）
そ
の
他
知
事
が
別
に
定
め
る
事
項
に
係
る
対
応
状
況

五

第
十
三
条
の
五
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
建
築
物
へ
の
該
当
の
有
無
、
二
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の

定
格
出
力
を
備
え
た
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
そ
の
他
知
事
が
別
に
定
め
る
事
項
に
係
る
対
応
状

況
六

前
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
電
気
自
動
車
充
電
設
備
整
備
基
準
そ
の
他
知
事
が
別
に

定
め
る
事
項
に
係
る
対
応
状
況

七

前
三
号
に
規
定
す
る
基
準
等
に
対
応
し
て
い
な
い
場
合
に
お
け
る
当
該
基
準
等
に
対
応
す
る
た

め
の
措
置
の
内
容
（
建
設
請
負
事
業
者
が
新
た
に
建
設
す
る
中
小
規
模
特
定
建
築
物
に
係
る
も
の

に
限
る
。
）

八

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
事
項

３

条
例
第
二
十
三
条
の
十
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
説
明
は
、
当
該
中
小
規
模
特
定
建
築
物

に
係
る
新
築
、
購
入
又
は
賃
借
の
契
約
が
成
立
す
る
ま
で
の
間
に
行
う
も
の
と
す
る
。

４

条
例
第
二
十
三
条
の
十
第
三
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
日
は
、
当
該
中
小
規
模
特
定
建
築
物

に
係
る
建
築
基
準
法
第
六
条
第
一
項
又
は
第
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
済
証
の
交
付
（
法

令
の
規
定
に
よ
り
当
該
確
認
済
証
の
交
付
が
あ
っ
た
と
み
な
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
が
さ
れ
た
日

の
属
す
る
年
度
の
翌
々
年
度
の
末
日
と
す
る
。

（
建
築
物
環
境
報
告
書
の
作
成
等
）

第
十
三
条
の
五
の
六

条
例
第
二
十
三
条
の
十
一
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
建
築
物
環
境
報
告
書
の
提
出

は
、
毎
年
度
九
月
末
日
ま
で
に
、
知
事
が
別
に
定
め
る
様
式
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

条
例
第
二
十
三
条
の
十
一
第
一
項
第
七
号
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も

の
と
す
る
。

一

当
該
建
築
物
環
境
報
告
書
を
提
出
す
る
日
の
属
す
る
年
度
に
お
い
て
新
た
に
建
設
し
、
又
は
新

築
し
よ
う
と
す
る
中
小
規
模
特
定
建
築
物
の
棟
数
及
び
延
べ
面
積
の
合
計

二

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
事
項

３

条
例
第
二
十
三
条
の
十
一
第
四
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
書
類
等
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と

す
る
。

一

条
例
第
二
十
三
条
の
十
一
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
内
容
を
示
す
書
類
及
び
図
書

二

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
も
の

４

条
例
第
二
十
三
条
の
十
一
第
四
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
日
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
建
築
物
環
境
報
告
書
を
提
出
し
た
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
の
末
日
と
す
る
。

（
建
築
物
環
境
報
告
書
の
任
意
提
出
）

第
十
三
条
の
五
の
七

条
例
第
二
十
三
条
の
十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
建
築
物
環
境
報
告
書
の
提
出

は
、
毎
年
度
九
月
末
日
ま
で
に
、
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
様
式
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
、
条
例
第
二
十
三
条
の
十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
建

築
物
環
境
報
告
書
の
提
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
条
第
四
項
中
「
同
条
第

一
項
」
と
あ
る
の
は
「
条
例
第
二
十
三
条
の
十
二
第
一
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
建
築
物
環
境
報
告
書
の
公
表
）

第
十
三
条
の
五
の
八

条
例
第
二
十
三
条
の
十
三
の
規
定
に
よ
る
公
表
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り

行
う
も
の
と
す
る
。

一

知
事
が
別
に
定
め
る
日
及
び
時
間
に
お
け
る
環
境
局
で
の
閲
覧

二

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
よ
る
公
表

２

条
例
第
二
十
三
条
の
十
三
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、
条
例
第
二
十
三
条
の
十
一
第
一

項
第
一
号
及
び
第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
規
定
す
る
事
項
そ
の
他
知
事
が
別
に
定
め
る
も
の
と
す

る
。

別
表
第
一
の
五
中
「
第
九
条
の
二
」
の
下
に
「
及
び
第
十
三
条
の
五
の
二
」
を
加
え
、
同
表
の
前
に

次
の
よ
う
に
加
え
る
。

二

特
定
建
築
物
（
住
宅
以
外
の
用
途
に
供
す
る
部
分
に
限
る
。
）
に
お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
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基
準

別
表
第
一
の
五
に
一
の
項
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

一

特
定
建
築
物
（
住
宅
の
用
途
に
供
す
る
部
分
に
限
る
。
）
に
お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
基
準

基
準

区
分

地
域
区
分
四
に
お

け
る
特
定
建
築
物

地
域
区
分
五
、
六

又
は
七
に
お
け
る

特
定
建
築
物

地
域
区
分
八
に
お

け
る
特
定
建
築
物

建
築
物
の
熱
負
荷
の
低

減
に
関
す
る
基
準
（
イ

又
は
ロ
の
い
ず
れ
か
に

適
合
す
る
こ
と
。
）

イ

外
皮
平
均
熱
貫
流

率
が
〇
・
七
五
以

下
で
あ
る
こ
と
。

外
皮
平
均
熱
貫
流

率
が
〇
・
八
七
以

下
で
あ
る
こ
と
。

－
ロ

住
宅
部
分
の
外
壁
、
窓
等
を
通
し
て
の

熱
の
損
失
の
防
止
に
関
す
る
基
準
及
び

一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
に
関
す
る
基

準
（
平
成
二
十
八
年
国
土
交
通
省
告
示

第
二
百
六
十
六
号
。
以
下
「
住
宅
仕
様

基
準
」
と
い
う
。
）
第
一
項
⑴
、
⑵
及

び
⑶
イ
に
適
合
す
る
こ
と
。

－

設
備
シ
ス
テ
ム
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
利
用
の
低
減
に

関
す
る
基
準
（
イ
又
は

ロ
の
い
ず
れ
か
に
適
合

す
る
こ
と
。
）

イ

住
宅
用
途
Ｂ
Ｅ
Ｉ
が
一
・
〇
以
下
で
あ
る
こ
と
。

ロ

住
宅
仕
様
基
準
第
二
項
に
適
合
す
る
こ
と
。

別
表
第
一
の
五

二
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

三

中
小
規
模
特
定
建
築
物
（
住
宅
の
用
途
に
供
す
る
部
分
に
限
る
。
）
に
お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

性
能
基
準

基
準

区
分

イ

建
築
物
省

エ
ネ
法
第
二

十
八
条
第
一

項
に
規
定
す

る
特
定
一
戸

建
て
住
宅
建

築
主
が
新
築

ロ

建
築
物
省

エ
ネ
法
第
三

十
一
条
第
一

項
に
規
定
す

る
特
定
一
戸

建
て
建
設
工

事
業
者
が
新

ハ

建
築
物
省

エ
ネ
法
第
二

十
八
条
第
二

項
に
規
定
す

る
特
定
共
同

住
宅
等
建
築

主
又
は
建
築

ニ

第
九
条
の
二
第

一
項
第
一
号
に
規

定
す
る
用
途
に
供

す
る
部
分
（
イ
か

ら
ハ
ま
で
に
規
定

す
る
も
の
を
除

く
。
）

す
る
同
項
に

規
定
す
る
分

譲
型
一
戸
建

て
規
格
住
宅

の
用
途
に
供

す
る
も
の

た
に
建
設
す

る
同
項
に
規

定
す
る
請
負

型
一
戸
建
て

規
格
住
宅
の

用
途
に
供
す

る
も
の

物
省
エ
ネ
法

第
三
十
一
条

第
二
項
に
規

定
す
る
特
定

共
同
住
宅
等

建
設
工
事
業

者
が
新
た
に

建
設
す
る
長

屋
又
は
共
同

住
宅
の
用
途

に
供
す
る
部

分

建
築
物
の
熱
負

荷
の
低
減
に
関

す
る
基
準

外
皮
平
均
熱
貫
流
率
が
〇
・
八
七
以
下
（
地
域
区
分

四
に
お
け
る
中
小
規
模
特
定
建
築
物
に
つ
い
て
は
〇

・
七
五
以
下
）
で
あ
る
こ
と
。

外
皮
平
均
熱
貫
流
率

が
〇
・
八
七
以
下

（
地
域
区
分
四
に
お

け
る
中
小
規
模
特
定

建
築
物
に
つ
い
て
は

〇
・
七
五
以
下
）
で

あ
る
こ
と
又
は
住
宅

仕
様
基
準
第
一
項
⑴
、

⑵
及
び
⑶
イ
に
適
合

す
る
こ
と
。

設
備
シ
ス
テ
ム

の
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
の
低
減
に

関
す
る
基
準

住
宅
用
途
Ｂ
Ｅ

Ｉ
が
〇
・
八
五

以
下
で
あ
る
こ

と
。

住
宅
用
途
Ｂ
Ｅ

Ｉ
が
〇
・
八
以

下
で
あ
る
こ
と
。

住
宅
用
途
Ｂ
Ｅ

Ｉ
が
〇
・
九
以

下
で
あ
る
こ
と
。

住
宅
用
途
Ｂ
Ｅ
Ｉ
が

一
・
〇
以
下
で
あ
る

こ
と
又
は
住
宅
仕
様

基
準
第
二
項
に
適
合

す
る
こ
と
。

四

中
小
規
模
特
定
建
築
物
（
住
宅
以
外
の
用
途
に
供
す
る
部
分
に
限
る
。
）
に
お
け
る
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
性
能
基
準

基
準

区
分

第
九
条
の
二
第
一
項
第
二
号
か
ら
第

八
号
ま
で
に
規
定
す
る
用
途
に
供
す

る
部
分

第
九
条
の
二
第
一
項
第
九
号
に
規
定

す
る
用
途
に
供
す
る
部
分

建
築
物
の
熱
負

荷
の
低
減
に
関

す
る
基
準

Ｂ
Ｐ
Ｉ
が
一
・
〇
以
下
で
あ
る
こ
と
。－
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設
備
シ
ス
テ
ム

の
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
の
低
減
に

関
す
る
基
準

非
住
宅
用
途
Ｂ
Ｅ
Ｉ
が
一
・
〇
以
下

で
あ
る
こ
と
。

非
住
宅
用
途
Ｂ
Ｅ
Ｉ
が
一
・
〇
以
下

で
あ
る
こ
と
。

別
表
第
一
の
五
備
考
三
中
「
こ
の
表
」
を
「
二
の
項
の
表
」
に
改
め
、
同
表
備
考
三
を
同
表
備
考
六

と
し
、
同
表
備
考
二
中
「
特
定
建
築
物
」
を
「
建
築
物
」
に
改
め
、
同
表
備
考
二
を
同
表
備
考
五
と
し
、

同
表
備
考
一
㈠
中
「
特
定
建
築
物
（
増
築
の
場
合
に
あ
っ
て
は
増
築
部
分
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
」

を
「
建
築
物
」
に
、
「
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
等
を
定
め
る
省
令
に
お
け
る
算
出
方
法
等

に
係
る
事
項
（
平
成
二
十
八
年
国
土
交
通
省
告
示
第
二
百
六
十
五
号
）
」
を
「
基
準
告
示
」
に
、
「
建

築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
等
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
十
八
年
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
令

第
一
号
。
以
下
「
基
準
省
令
」
と
い
う
。
）
」
を
「
基
準
省
令
」
に
改
め
、
同
表
備
考
一
㈡
中
「
特
定

建
築
物
」
を
「
建
築
物
」
に
改
め
、
同
表
備
考
一
を
同
表
備
考
四
と
し
、
同
表
に
備
考
一
か
ら
備
考
三

ま
で
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

一

地
域
区
分
と
は
、
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
等
を
定
め
る
省
令
に
お
け
る
算
出
方

法
等
に
係
る
事
項
（
平
成
二
十
八
年
国
土
交
通
省
告
示
第
二
百
六
十
五
号
。
以
下
「
基
準
告

示
」
と
い
う
。
）
別
表
第
十
に
掲
げ
る
地
域
の
区
分
を
い
う
。

二

外
皮
平
均
熱
貫
流
率
と
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
値
を
い
う
。
た
だ
し
、
三
の
項
の
表
イ
か
ら

ハ
ま
で
の
欄
に
掲
げ
る
用
途
に
供
す
る
建
築
物
（
特
定
建
築
物
に
お
け
る
増
築
の
場
合
に
あ
っ

て
は
増
築
部
分
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
㈠
の
値
を
い
う
。

㈠

建
築
物
の
単
位
住
戸
（
住
宅
部
分
の
一
の
住
戸
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
内
外
の
温
度

差
一
度
当
た
り
の
総
熱
損
失
量
（
換
気
に
よ
る
熱
損
失
量
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
を
当
該

単
位
住
戸
の
外
皮
（
外
気
等
（
外
気
又
は
外
気
に
通
じ
る
床
裏
、
小
屋
裏
、
天
井
裏
そ
の
他

こ
れ
ら
に
類
す
る
建
築
物
の
部
分
を
い
う
。
）
に
接
す
る
天
井
（
小
屋
裏
又
は
天
井
裏
が
外

気
に
通
じ
て
い
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
屋
根
）
、
壁
、
床
及
び
開
口
部
並
び
に
当
該
単
位

住
戸
以
外
の
建
築
物
の
部
分
に
接
す
る
部
分
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
面
積
で
除
し
て
得

た
値
を
い
う
。

㈡

外
皮
性
能
モ
デ
ル
住
宅
（
国
土
交
通
大
臣
が
構
造
に
応
じ
て
外
皮
平
均
熱
貫
流
率
の
算
出

に
用
い
る
べ
き
標
準
的
な
住
宅
で
あ
る
と
認
め
る
も
の
を
い
う
。
）
の
単
位
住
戸
の
内
外
の

温
度
差
一
度
当
た
り
の
総
熱
損
失
量
を
当
該
単
位
住
戸
の
外
皮
の
面
積
で
除
し
て
得
た
値
を

い
う
。

三

住
宅
用
途
Ｂ
Ｅ
Ｉ
と
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
値
を
い
う
。
た
だ
し
、
三
の
項
の
表
イ
か
ら
ハ

ま
で
の
欄
に
掲
げ
る
用
途
に
供
す
る
建
築
物
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
㈠
の
値
を
い
う
。

㈠

建
築
物
（
一
の
項
の
表
の
適
用
に
お
い
て
は
、
共
用
部
分
を
含
む
。
㈡
に
お
い
て
同

じ
。
）
の
設
計
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
（
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
等
を
定
め

る
省
令
（
平
成
二
十
八
年
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
令
第
一
号
。
以
下
「
基
準
省
令
」
と

い
う
。
）
第
一
条
第
一
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
も
の
を
い
い
、
基
準
省
令
第
四
条
中
EM
を

加
え
る
部
分
を
除
い
て
算
出
し
た
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
基
準

一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
（
基
準
省
令
第
一
条
第
一
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
も
の
を
い
い
、

基
準
省
令
第
五
条
中
EM
を
加
え
る
部
分
を
除
い
て
算
出
し
た
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
同
じ
。
）
で
除
し
て
得
た
値
を
い
う
。
た
だ
し
、
三
の
項
の
表
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
欄

に
お
け
る
住
宅
用
途
Ｂ
Ｅ
Ｉ
は
、
特
定
供
給
事
業
者
が
、
一
年
間
に
都
内
に
お
い
て
新
た
に

建
設
し
、
又
は
新
築
す
る
同
表
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
欄
に
掲
げ
る
各
用
途
に
供
す
る
建
築
物
に

係
る
設
計
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
合
計
を
当
該
建
築
物
に
係
る
基
準
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
量
の
合
計
で
除
し
て
得
た
値
と
す
る
。

㈡

建
築
物
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
モ
デ
ル
住
宅
（
国
土
交
通
大
臣
が
設
備
に
応
じ
て
住

宅
部
分
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
算
出
に
用
い
る
べ
き
標
準
的
な
住
宅
で
あ
る
と
認
め

る
も
の
を
い
う
。
以
下
㈡
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
設
計
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
当
該
一

次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
モ
デ
ル
住
宅
の
基
準
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
で
除
し
て
得
た
値
を

い
う
。

別
記
第
三
号
様
式
の
二
中
「、

資
源

」
を
「及

び
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
、
資
源

」
に
、

「自
然
環
境
の
保
全
及
び
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
緩
和

」
を
「生

物
の
多
様
性
の
保
全
並
び
に
気

候
変
動
へ
の
適
応

」
に
、

「５
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
に
係
る
措
置
に
関
す
る
検
討
状
況

別
紙
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
に
係
る
検
討
シ
ー
ト
」
の
と
お
り

【
設
備
】
□
導
入
す
る

□
導
入
し
な
い

【
電
力
】
□
導
入
す
る

□
導
入
し
な
い

□
未
定

」
を
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「５
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
基
準
に
対
す
る
適
合
状
況

□
適
合
す
る

□
適
合
し
な
い

□
対
象
と
な
る
用
途
が
な
い

」
に
、
「省

エ
ネ
ル

ギ
ー
性
能
基
準

」
を
「再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
設
備
設
置
基
準

」
に
、
「エ

ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の

合
理
化
に
関
す
る
性
能
の
目
標
値
へ
の

」
を
「電

気
自
動
車
充
電
設
備
整
備
基
準
に
対
す
る

」
に
改
め

る
。別

記
第
五
号
様
式
の
三
中

「

」
を

「

」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境
に

関
す
る
条
例
施
行
規
則
別
記
第
三
号
様
式
の
二
及
び
第
五
号
様
式
の
三
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存

す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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